
様式例（法第 10条第１項第７号関係「設立当初の事業年度の事業計画書」） 

 

 

設立当初の事業年度の事業計画書 

 

法人成立の日から 2024年 12月 31 日まで 

 

 

特定非営利活動法人 夢のまなび舎    

 

１ 事業実施の方針 

   設立初年度である本年度は、定款第５条記載の事業のうち実施可能な次の項目につ

いて実施体制を確立していく 

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載し

た事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施予定日

時 

(B)当該事業の 

実施予定場

所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

予算額 

(単位：千

円) 

① 夢や目標を

語り合い、

学 び 合 う

「夢のまな

び」事業 

夢や目標を語り合い人生

体験や夢の実現のために

時系列で目標、計画、実

行プランを作成し、実行

過程での点検・修正方法

までをグループで決定し

実施する。 

（A） 通年 

（B） 長 浜 市

内 

（C） 3人 

 

（D） 長 浜

市 内

の 青

少年 

（E） 10 ～

20人 

   10 



 

② 自然体験や

農業体験・

野外炊飯を

伴う宿泊体

験 を 通 し

て、生きる

力を育む事

業 

 

生きる力を育むため大自

然の中で、遊び、農作業

や宿泊体験活動を行う 

 

 

 

 

（A） 年 3回 

（B） 長 浜 市

内 

（C） 5人 

 

 

 

（D）長浜市内

の青少年 

（E）10～20人 

 

 

 

200 

 

 

 

 

   

 

③ 健体康心に

関する事業 

 

正しい姿勢の作り方、ね

こ背修正法など身体の手

入れについて学び実践す

る 

 

 

（A）  年 3回 

（B） 法 人 事

務所 

（C） 2人 

 

（D）長浜市内

の青少年 

（E）10～20

人 

 

   10 

 

 

 

   

④ 書道による

表現活動事

業 

 

太い筆を使い、夢を存分

に表現することで新しい

自分との出会いを実現す

る活動を行う 

 

(A)毎月 1回 

(B)長浜市内 

(C)2人 

 

2人 

（D）長浜市内

の青少年 

（E）10～20人 

 

   100  

⑤ 遊びプラン

の創造・必

要な遊具製

作まで行う

夢の遊び事

業 

 

 

参加者全員で楽しめる遊

びプランを創造し、必要

な遊具まで製作する 

  実施なし 

⑥ その他この

法人の目的

を達成する

ため必要な

事業 

 

目的達成のため関連諸団

体との交流を推進し、事

業の拡大を図る 

   

実施なし 



2025年度の事業計画書 

 

2025年 1月 1日から 2025年 12月 31日まで 

 

 

特定非営利活動法人 夢のまなび舎     

 

１ 事業実施の方針 

設立 2年目である本年は、前年度に実施した事業の成果をもとに、より充実した活動の展開

を目指す。参加者の拡大を目指すため、必要な従事者・協力者の増大を図る。 

 

 

 

２ 事業の実施に関する事項 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

事 業 名 

(定款に記載した

事業) 

具体的な事業内容 

(A)当該事業の 

 実施予定日時 

(B)当該事業の 

実施予定場所 

(C)従事者の 

予定人数 

(D)受益対象 

者の範囲 

(E)予定人数 

事業費の 

予算額 

(単位：千

円) 

① 夢や目標を語

り合い、学び

合う「夢のま

なび」事業 

夢や目標を語り合い人生

体験や夢の実現ために時

系列で目標、計画、実行プ

ランを作成し、実行過程で

の点検・修正方法までをグ

ループで決定し実施する。 

（A）通年 

（B）長浜市内 

（C）3名 

（D）長浜市内

の青少年 

（E）20～30名 

20 

② 自然体験や農

業体験・野外

炊飯を伴う宿

泊体験を通し

て、生きる力

を育む事業 

生きる力を育むため大自

然の中で、遊び、農作業

や宿泊体験活動を行う 

 

（A） 年 3回 

 

（B）長浜市内 

 

（C）7人 

（D）長浜市内

の青少年 

（E）15～25名 

   300 

 

 

 



③ 健体康心に関

する事業 

 

 

 

 

 

正しい姿勢の作り方、ねこ

背修正法など身体の手入

れについて学び実践する 

 

 

 

 

A）年 6回 

（B）法人事務所 

（C） 3人 

 

 

 

 

（D）長浜市内

の青少年 

（E）20～30名 

（D） 長浜市

内の青少年 

（E）15～25人 

20  

 

 

 

 

 

 

④ 書道による表

現活動事業 

 

太い筆を使い、夢を存分に

表現することで新しい

自分との出会いを実現

する活動を行う 

（A）毎月 1回  

（B）長浜市内 

（C）3人 

（D）長浜市内

の青少年 

（E）10人～20

人 

10 

⑤ 遊びプランの

創造・必要な

遊具製作まで

行う夢の遊び

事業 

 

参加者全員で楽しめる遊

びプランを創造し、必要

な遊具まで製作する 

  実施なし 

⑥ その他この法

人の目的を達

成するため必

要な事業 

 

目的達成のため関連諸団

体との交流を推進し、事業

の拡大を図る 

 

 

 

   

実施なし 

 

 

 

 



様式例・記載例（法第10条第１項第８号「設立当初の事業年度の活動予算書」）

設立当初の事業年度　活動予算書
法人成立の日から2024年12月31日まで

特定非営利活動法人　夢のまなび舎　　　　
（単位：円）

科目
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
正会員受取会費 180,000
賛助会員受取会費
･････････････

２．受取寄附金 0
受取寄附金　　
施設等受入評価益
･････････････ 180,000

３．受取助成金等 0
受取民間助成金
･････････････

４．事業収益
○○事業収益

５．その他収益 0
受取利息
雑収益
･････････････

経常収益計 180,000
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費 0
給料手当
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
･････････････
人件費計 0
その他経費
活動施設使用料 160,000
活動教材・材料費 100,000
広報活動費 40,000
講師謝礼 20,000
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
支払利息
･････････････
その他経費計 320,000

事業費計 320,000
２．管理費

人件費 0
役員報酬
給料手当
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
･････････････
人件費計 0
その他経費
会議費
旅費交通費
減価償却費
支払利息
･････････････
その他経費計 0

管理費計 0
経常費用計 320,000

当期経常増減額 -140,000
Ⅲ 経常外収益

１．固定資産売却益 0
･････････････ 0

経常外収益計 0
Ⅳ 経常外費用

１．過年度損益修正損
･････････････

経常外費用計 0
当期正味財産増減額 -140,000
設立時正味財産額 0
次期繰越正味財産額 -140,000

金額

（１）

（２）

（１）

（２）



様式例・記載例（法第10条第１項第８号「翌事業年度の活動予算書」）

　　2025年度　活動予算書
　　2025年1月1日から2025年12月31日まで

特定非営利活動法人　夢のまなび舎　　　　
（単位：円）

科目
Ⅰ 経常収益

１．受取会費
正会員受取会費 300,000
賛助会員受取会費
･････････････

２．受取寄附金 0
受取寄附金　　
施設等受入評価益
･････････････ 300,000

３．受取助成金等 0
受取民間助成金
･････････････

４．事業収益
○○事業収益

５．その他収益 0
受取利息
雑収益
･････････････

経常収益計 300,000
Ⅱ 経常費用

１．事業費
人件費 0
給料手当
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
･････････････
人件費計 0
その他経費
活動施設使用料 200,000
活動教材・材料費 80,000
広報活動費 30,000
講師謝礼 40,000
会議費
旅費交通費
施設等評価費用
減価償却費
支払利息
･････････････
その他経費計 350,000

事業費計 350,000
２．管理費

人件費 0
役員報酬
給料手当
法定福利費
退職給付費用
福利厚生費
･････････････
人件費計 0
その他経費
会議費
旅費交通費
減価償却費
支払利息
･････････････
その他経費計 0

管理費計 0
経常費用計 350,000

当期経常増減額 -50,000
Ⅲ 経常外収益

１．固定資産売却益 0
･････････････ 0

経常外収益計 0
Ⅳ 経常外費用

１．過年度損益修正損
･････････････

経常外費用計 0
当期正味財産増減額 -50,000
前期正味財産額 -140,000
次期繰越正味財産額 -190,000

金額

（１）

（２）

（１）

（２）




